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我
が
戦
争
体
験
記
（
そ
の
一
）

｜
三
カ
月
の
教
育
召
集

と
瓦
斯
訓
練
｜

岩
手
県

熊

谷

音
之
進

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
一
月
、
私
は
巻
網
船
団

の
漁
船
員
と
し
て
働
い
て
い
た
。
船
団
は
本
船
以
下
七
隻

で
、
船
員
は
約
五
十
人
で
あ
る
。
当
時
の
漁
場
は
、
茨
城

県
の
水
戸
沖
で
、
水
揚
げ
は
主
に
那
珂
港
で
、
漁
場
も
豊

か
で
毎
日
大
漁
の
日
々
で
し
た
が
、
夢
想
だ
に
し
な
か
っ

た
召
集
令
状
「
赤
紙
」
が
突
然
届
い
た
。

船
長
以
下
同
僚
船
員
一
同
の
驚
き
も
大
変
な
も
の
で
、

今
で
も
あ
の
光
景
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
入
隊
日

ま
で
の
期
日
も
余
り
な
か
っ
た
の
で
、
船
長
か
ら
早
速
帰

郷
の
命
を
受
け
早
々
身
支
度
を
整
え
る
破
目
に
な
っ
た
。

船
に
は
大
漁
旗
を
掲
げ
、
船
長
以
下
船
員
全
員
の
歓
呼

の
声
に
送
ら
れ
、
那
珂
湊
駅
を
後
に
し
ま
し
た
。
午
後

だ
っ
た
。
車
中
、
胸
に
去
来
す
る
も
の
は
、
将
来
に
対
す

る
希
望
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

夜
中
、
一
ノ
関
駅
で
大
船
渡
線
に
乗
り
換
え
た
時
に
は

一
抹
の
不
安
も
消
え
、
故
郷
、
両
親
を
は
じ
め
兄
弟
は
勿

論
、
親
類
一
同
と
会
え
る
と
思
う
と
嬉
し
く
て
仕
方
な

か
っ
た
。
大
船
渡
線
に
乗
り
換
え
、
間
も
な
く
眠
り
に
就

き
、
目
が
覚
め
る
と
故
郷
大
船
渡
の
光
景
と
朝
日
を
車
窓

か
ら
目
に
し
た
瞬
間
、
こ
の
時
程
我
が
故
郷
の
有
り
難
さ

に
感
動
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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小
友
駅
で
下
車
、
足
早
に
自
宅
へ
と
急
ぐ
。
自
宅
で
は

両
親
等
が
帰
宅
を
今
か
今
か
と
待
ち
う
け
て
い
た
。
国
の

た
め
と
は
い
え
、
家
で
は
出
征
の
準
備
を
し
て
い
た
。
休

む
暇
無
く
親
戚
、
隣
組
、
友
人
等
に
出
征
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
「
後
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
父
親

と
一
緒
に
挨
拶
廻
り
を
す
る
。

出
征
す
る
ま
で
の
日
が
迫
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

自
分
と
同
様
、
地
区
内
に
召
集
令
状
が
届
い
て
い
た
者
は

自
分
外
に
二
人
で
あ
っ
た
。

憂
心
愈
々
出
征
の
日
は
晴
れ
て
門
出
に
は
絶
好
の
日
和

で
あ
っ
た
が
両
親
の
表
情
は
曇
り
顔
で
、
な
ん
と
も
や
り

き
れ
な
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
ど
こ
の
町
や
村
で
も
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
召
集
者
の
送
別
は
町
村
民
挙
げ
て
首

長
が
小
学
校
等
の
公
の
施
設
で
実
施
す
る
の
が
通
例
で

あ
っ
た
。

今
回
は
、
自
分
の
学
ん
だ
小
学
校
の
校
庭
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
村
民
が
集
ま
っ
た
。
我
々
出
征
兵
士
の
氏
名

を
書
い
た
タ
ス
キ
を
肩
に
掛
け
て
三
人
が
登
壇
し
、
村
長

か
ら
「
我
が
帝
国
日
本
の
隆
盛
の
た
め
に
尽じん
瘁すい
さ
れ
る
よ

う
」
と
お
祝
い
と
も
激
励
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
言
葉
を

い
た
だ
く
。
自
分
と
し
て
は
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

刻
一
刻
と
出
発
の
時
間
が
迫
る
中
、
出
征
兵
士
の
代
表

が
「
吾
が
身
を
も
省
み
ず
皇
国
日
本
、
我
が
国
の
た
め
に

一
生
懸
命
頑
張
る
」
こ
と
を
力
強
く
述
べ
、
式
典
は
「
万

歳
、
万
歳
」
で
終
了
す
る
。
大
船
渡
線
小
友
駅
ま
で
三
十

分
位
か
か
る
道
程
を
村
長
が
先
頭
に
、
村
民
、
愛
国
婦
人

会
等
沢
山
の
人
た
ち
に
送
ら
れ
て
駅
に
着
く
。

列
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
婦
人
会
の
人
た
ち
か
ら

既
に
用
意
し
て
い
た
お
神
酒
を
戴
く
。
当
時
の
神
酒
は

「
皇
国
の
た
め
に
は
死
し
て
も
辞
さ
ず
」
と
い
う
風
潮
が

強
く
あ
っ
た
。
列
車
が
到
着
す
る
。
乗
り
込
む
と
同
時
に

「
万
歳
、
万
歳
」
の
声
の
高
鳴
り
と
日
の
丸
の
旗
の
波
の

中
、
汽
笛
一
声
と
共
に
出
発
す
る
。
何
と
も
表
現
で
き
な

い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
特
に
両
親
の
思
い
を
思
う
と
。
し

か
し
自
分
と
し
て
は
軍
人
の
一
員
と
し
て
胸
を
張
っ
て
出

征
す
る
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

東
北
線
の
一
ノ
関
駅
に
到
着
す
る
ま
で
の
各
駅
に
停
車
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し
、
駅
毎
に
愛
国
婦
人
会
の
方
々
か
ら
お
神
酒
を
戴
い

た
。
弘
前
駅
に
到
着
し
た
の
は
夕
方
で
あ
っ
た
。

指
定
さ
れ
た
旅
館
へ
移
動
す
る
。
疲
れ
を
癒
す
暇
も
な

く
夕
食
を
済
ま
せ
、
幾
つ
か
の
大
部
屋
で
出
征
兵
士
達
が

休
憩
し
、
待
機
す
る
。
十
時
頃
一
人
の
上
官
か
ら
、
明
日

の
入
隊
の
心
得
に
つ
い
て
約
一
時
間
説
明
を
受
け
た
後
就

寝
す
る
。

翌
朝
早
く
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
起
床
、
食
事
終
了
後

は
、
昨
夜
指
示
、
説
明
を
受
け
た
通
り
の
行
動
と
な
る
。

師
団
の
広
場
に
集
合
、
一
人
一
人
点
呼
を
受
け
る
と
同
時

に
隊
の
編
成
が
な
さ
れ
る
。
同
郷
の
朋
友
も
こ
の
時
点
で

ど
こ
の
隊
に
編
入
さ
れ
た
か
は
全
く
分
か
ら
な
く
な
っ

た
。自

分
は
元
の
第
三
十
一
連
隊
で
あ
っ
た
北
部
第
十
六
部

隊
第
二
中
隊
第
五
班
に
配
属
さ
れ
た
。
中
隊
長
は
金
野
中

尉
で
あ
っ
た
。
新
兵
教
育
は
翌
日
か
ら
で
あ
っ
た
。
起
床

ラ
ッ
パ
と
同
時
に
一
日
の
軍
隊
生
活
が
始
ま
り
、
消
灯

ラ
ッ
パ
で
一
日
の
生
活
が
終
わ
る
の
で
あ
っ
た
。

鳴
り
響
く
起
床
ラ
ッ
パ
。
起
床
、
寝
具
の
整
頓
、
班
員

の
整
列
、
点
呼
を
受
け
る
。
点
呼
の
際
、
声
が
低
い
と
何

回
で
も
や
り
直
し
を
受
け
る
。

点
呼
が
終
了
す
る
と
共
に
乾
布
摩
擦
が
あ
っ
た
。
十
二

月
に
な
る
と
本
土
の
北
限
、
青
森
の
寒
さ
は
想
像
以
上
の

寒
さ
と
な
る
。
そ
の
中
で
の
乾
布
摩
擦
は
身
に
堪
え
る
が

終
わ
る
と
汗
ば
む
。
意
気
軒
昻
、
兵
舎
の
部
屋
に
帰
る
と

寝
具
等
の
整
理
、
整
頓
、
悪
い
も
の
は
、
全
部
木
銃
で

ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
驚
い
た
。
整
理
、
整
頓
は
教

え
る
も
の
で
は
な
く
、
覚
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
特
に
毛
布
は
耳
を
揃
え
真
四
角
に
畳
ん
で
上
げ
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
部
屋
の
掃
除
が

始
ま
る
。
掃
除
の
基
本
は
雑
巾
掛
け
で
あ
っ
た
。
馬
穴
に

水
を
入
れ
て
置
く
と
水
が
凍
り
手
が
悴
む
。
こ
れ
も
辛
い

作
業
で
あ
っ
た
。

期
待
の
朝
食
と
な
る
。
入
隊
前
に
軍
隊
の
食
事
は
、
一

膳
飯
と
教
え
ら
れ
て
い
た
が
真
に
そ
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。
当
時
、
岩
手
県
内
の
農
漁
村
の
食
糧
事
情
を
考
え
る

と
、
実
に
捨
て
る
に
は
勿
体
無
い
事
だ
と
思
っ
た
。
入
隊

し
て
、
何
が
な
ん
で
も
最
初
に
覚
え
な
く
て
な
ら
な
い
の
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は
、
直
属
上
官
の
官
職
と
氏
名
で
あ
っ
た
。

自
分
の
よ
う
に
記
憶
力
の
疎
い
者
は
、
氏
名
と
顔
が
一

致
せ
ず
苦
労
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
更
に
困
難
な

こ
と
は
「
歩
兵
操
典
」
の
勉
強
で
あ
っ
た
。
訓
練
科
目
が

多
く
、
時
間
は
一
秒
た
り
と
も
余
裕
の
な
い
毎
日
で
あ

る
。
前
後
す
る
が
「
歩
兵
操
典
」
と
は
旧
陸
軍
に
お
い

て
、
歩
兵
の
基
礎
的
訓
練
や
、
連
隊
長
以
下
の
戦
闘
法
に

つ
い
て
の
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
「
歩
兵
の
基
本
」
を
な

す
も
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
多
忙
の
日
々
で
あ
っ
て
も
「
閑
居
」
な
場
所
が

あ
っ
た
。
そ
こ
は
便
所
で
あ
っ
た
。
訓
練
中
で
あ
っ
て
も

便
所
へ
行
き
た
い
と
上
官
に
話
せ
ば
直
ち
に
許
可
が
出

る
。
自
分
も
我
慢
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で
許
可

を
得
て
便
所
に
急
い
で
行
っ
た
。
驚
い
た
。
満
員
で
あ
っ

た
。
更
に
、
便
所
の
中
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。
や
っ
と
の

こ
と
で
済
ま
せ
訓
練
に
復
す
る
が
、
後
で
分
か
っ
た
の
だ

が
我
々
の
よ
う
な
新
兵
は
時
間
が
無
い
の
で
「
閑
居
」
な

場
所
、
便
所
で
勉
強
す
る
以
外
に
道
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
従
っ
て
便
所
は
常
に
満
員
で
あ
っ
た
し
、
自
分
も
そ

う
し
て
勉
強
し
た
こ
と
が
辛
い
思
い
出
で
あ
っ
た
。

一
日
の
訓
練
が
進
む
。
訓
練
の
項
目
は
銃
の
手
入
れ
、

銃
ナ
ン
バ
ー
の
暗
記
、
行
進
、
停
止
間
の
敬
礼
等
々
で
あ

る
。
銃
は
三
八
式
歩
兵
銃
で
あ
っ
た
。
発
砲
訓
練
で
あ
る

が
、
最
初
は
空
砲
の
撃
ち
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
弾

の
飛
ぶ
方
角
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

空
砲
発
砲
の
訓
練
を
始
め
て
か
ら
数
日
位
経
っ
た
頃
だ

と
思
う
が
、
い
よ
い
よ
実
弾
発
射
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
実
弾
を
五
発
ず
つ
与
え
ら
れ
、
五
人
が
一
組
と
な
っ

て
横
に
並
び
寝
射
ち
の
姿
勢
を
取
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
。

指
揮
官
か
ら
的
を
定
め
ら
れ
、
呼
吸
を
一
時
止
め
て
発
射

す
る
よ
う
指
示
を
受
け
る
。
古
参
兵
が
一
人
ず
つ
後
に

立
っ
て
動
作
を
見
て
い
る
。
的
は
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
距

離
の
所
に
あ
る
。「
撃
て
」
の
号
令
と
共
に
撃
っ
た
。

三
発
を
射
っ
た
後
何
の
指
示
も
な
か
っ
た
の
で
残
り
の

二
発
を
す
ぐ
さ
ま
撃
っ
た
。
撃
ち
方
終
わ
り
と
立
つ
と

「
ビ
ン
タ
」
を
二
つ
喰
ら
っ
た
。
往
復
ビ
ン
タ
で
あ
る
。

突
然
の
こ
と
で
驚
い
た
。
五
人
が
全
員
終
了
し
て
い
な
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い
。
自
分
が
終
了
し
た
ら
良
い
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
注
意
さ
れ
る
。
連
帯
行
動
が
重
視
さ
れ
る
の
が
軍
隊

で
あ
る
と
知
っ
た
。
し
か
し
話
よ
り
先
に
ビ
ン
タ
と
は
こ

れ
も
教
練
の
一
方
法
で
あ
る
と
理
解
す
る
以
外
に
な
か
っ

た
。標

的
の
方
向
に
「
的
中
」
を
確
認
す
る
兵
が
い
て
、
的

中
か
否
か
を
旗
で
知
ら
せ
て
く
る
。
自
分
の
後
に
い
た
兵

隊
か
ら
自
分
の
点
数
は
四
十
八
点
だ
と
知
ら
さ
れ
た
。
非

常
に
良
い
点
だ
と
驚
い
た
。

数
日
後
、
小
隊
長
よ
り
事
務
室
に
来
る
よ
う
に
呼
び
出

さ
れ
る
。
不
安
で
あ
っ
た
。
呼
び
だ
さ
れ
る
よ
う
な
悪
い

こ
と
は
し
て
い
な
い
し
、
反
対
に
誉
め
称
え
ら
れ
る
よ
う

な
事
も
し
て
い
な
い
。
意
を
決
し
て
事
務
室
に
出
向
く
。

小
隊
長
か
ら
「
君
は
青
年
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
師

団
教
育
を
明
日
か
ら
受
け
る
よ
う
に
」
と
命
令
さ
れ
る
。

師
団
は
九
個
中
隊
の
他
に
歩
兵
砲
、
通
信
、
瓦ガ
斯ス
の
十

二
の
中
隊
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
師
団
教
育
を
受
け
る
の

は
、
各
中
隊
よ
り
選
抜
さ
れ
た
一
〇
二
人
で
あ
っ
た
。
一

〇
二
人
の
学
歴
は
大
学
・
中
等
学
校
卒
業
者
が
殆
ど
、
青

年
学
校
卒
業
者
は
自
分
以
外
一
人
で
、
一
〇
〇
人
が
中
等

学
校
以
上
の
高
学
歴
者
で
あ
っ
た
。

指
揮
官
は
、
幹
部
候
補
生
あ
が
り
の
中
尉
で
、
吾
々
に

与
え
ら
れ
た
任
務
は
「
瓦
斯
制
毒
」
の
教
育
訓
練
で
あ
っ

た
。
最
初
に
与
え
ら
れ
た
器
具
は
「
防
毒
面
」
で
あ
っ

た
。全

防
は
、
飛
行
機
か
ら
の
瓦
斯
雨
降
り
の
場
合
に
必
要

と
さ
れ
る
し
、
催
涙
ガ
ス
、
窒
息
性
瓦
斯
、
持
久
性
瓦
斯

は
「
黄
イ
ビ
リ
ッ
ト
ル
イ
サ
イ
ト
」
等
々
勉
強
に
も
な
る

が
、
訓
練
に
は
さ
す
が
に
間
断
が
無
く
厳
し
い
。

あ
の
雄
大
な
霊
峯
「
岩
木
山
」
の
山
麓
で
連
日
実
戦
さ

な
が
ら
の
演
習
、
訓
練
の
続
く
中
で
、
夜
間
訓
練
も
度
々

で
あ
る
。
検
知
粉
で
敵
の
散
毒
（
仮
想
）
地
の
前
延
、
後

延
の
調
査
を
常
と
す
る
事
、
ま
た
瓦
斯
雨
降
り
に
依
っ
て

被
害
を
受
け
汚
染
さ
れ
た
「
物
」
は
蒸
気
消
毒
す
る
事
も

教
わ
る
。
訓
練
の
期
間
が
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
筆
舌
に

尽
く
せ
ぬ
猛
訓
練
だ
っ
た
。
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唯
一
の
楽
し
み
は
、
便
所
の
次
に
煙
草
の
配
給
で
あ
っ

た
。
自
分
は
班
の
煙
草
要
給
を
受
け
と
る
係
と
な
る
。
配

給
を
受
け
る
に
は
現
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
時
金
で
事

務
室
に
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
入
隊
時
に
服
装
検
査
が
あ
り
、
必
要
以
外
の
物
、
特

に
現
金
は
す
べ
て
一
時
預
か
り
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
。

自
分
は
帽
子
の
中
に
隠
し
持
っ
て
い
た
の
で
見
付
か
ら
ず

に
済
ん
だ
。

事
務
室
で
煙
草
を
受
け
取
り
班
員
に
配
給
す
る
が
、

時
々
幾
ら
か
余
る
時
も
あ
る
。
こ
れ
が
役
得
と
し
て
自
分

の
も
の
に
な
る
。

ま
た
、
事
務
室
に
は
勤
務
の
都
合
で
と
思
う
が
時
た
ま

中
隊
長
に
会
う
時
が
あ
る
。
あ
る
日
、
中
隊
長
に
会
う
な

り
突
如
「
事
務
室
の
片
隅
を
君
に
与
え
る
か
ら
勉
強
を
し

て
く
れ
、
他
の
中
隊
に
負
け
た
く
な
い
か
ら
」
と
檄
を
受

け
る
。
感
激
と
同
時
に
自
分
の
不
甲
斐
無
さ
が
理
由
と
思

う
と
無
念
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
檄
を
機
に
自
分
の
信
念
が

確
立
さ
れ
「
天
皇
忠
誠
」
へ
と
大
き
く
変
化
す
る
の
で

あ
っ
た
。

日
曜
日
に
は
、
隊
員
の
面
会
人
等
で
賑
わ
う
。
面
会
人

の
受
付
、
案
内
等
の
仕
事
を
す
る
た
め
各
中
隊
毎
に
机
を

並
べ
、
配
布
さ
れ
た
名
簿
で
面
会
人
を
確
認
し
、
案
内
す

る
。
自
分
の
郷
里
は
遠
い
た
め
か
残
念
な
が
ら
誰
も
来
て

く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
毎
週
の
よ
う
に
案
内
役
や
受
付
の

仕
事
を
し
て
い
た
。

あ
る
時
上
官
兵
が
「
休
ん
で
外
出
し
て
来
い
」
と
言
わ

れ
た
の
で
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
許
可
を
受
け
て
外
出
す
る
。

特
に
目
的
は
な
か
っ
た
が
、
前
か
ら
映
画
を
見
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
「
映
画
館
」
へ
と
急
い
だ
。
映
画
館
は

大
き
い
建
物
で
二
階
建
で
あ
っ
た
。
二
階
か
ら
約
三
時
間

程
楽
し
む
。
映
画
の
題
名
、
内
容
は
記
憶
か
ら
薄
れ
た
が

「
心
」
が
落
ち
着
き
癒
す
こ
と
が
で
き
た
。

空
腹
感
が
過
ぎ
る
。
娑
婆
の
飯
を
食
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
全
体
か
ら
湧
き
出
る
。
自
制
と
は
関
係
無
く
足
は

食
堂
へ
と
早
ま
る
。
食
堂
に
入
っ
た
瞬
間
失
敗
し
た
と

思
っ
た
。
自
分
の
よ
う
な
新
米
は
殆
ど
い
な
い
。
上
司
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
世
の
中
に
こ
ん
な
旨
い
も
の
が
あ
る
の
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か
と
感
嘆
し
た
。
特
に
、
日
本
酒
は
本
当
に
よ
か
っ
た
。

当
然
、
適
量
以
上
に
飲
む
。
足
元
の
ふ
ら
つ
く
の
が
解
か

る
。時

に
は
、
第
九
隊
長
を
先
頭
に
、
各
中
隊
、
小
隊
に
編

成
し
行
軍
が
あ
る
。
我
々
第
五
班
は
、
軽
機
関
銃
四
丁
、

他
は
三
八
式
歩
兵
銃
を
肩
に
背
囊
等
で
、
個
人
の
装
備
総

重
量
は
六
貫
（
二
十
二
・
五
キ
ロ
）
を
背
負
い
、
我
々
二

人
は
隊
長
の
側
に
付
い
た
。
更
に
全
防
の
防
毒
面
検
知
粉

を
身
に
付
け
三
十
二
里
（
一
二
五
キ
ロ
）
行
軍
が
続
く
。

一
時
間
毎
に
若
干
の
休
憩
時
間
が
あ
る
。
目
的
地
に
到
着

し
た
時
は
陽
は
西
に
傾
き
夕
方
で
あ
っ
た
。
入
隊
後
初
め

て
の
行
軍
で
あ
っ
た
た
め
か
、
足
に
豆
が
で
き
た
。
注
意

は
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
豆
が
で
き
た
者
は
集

合
す
る
よ
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
集
会
地
に
集
ま
っ
た
者
は

約
五
十
人
位
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。
治
療
が
は
じ
ま
る
が

人
数
が
人
数
だ
け
に
「
荒
治
療
」
で
あ
っ
た
。

出
発
前
か
ら
承
知
は
し
て
い
た
が
、
待
望
の
野
営
で
あ

る
。
幕
舎
の
設
営
、
は
じ
め
て
の
飯

炊
飯
、
屋
外
の
食

事
等
々
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
入
営
前
漁
船
で

見
る
夜
空
、
星
座
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
が
、
今
宵
の
星
座

は
殊
更
美
し
く
最
高
で
あ
っ
た
。
故
郷
の
情
景
、
家
族
の

事
を
想
い
な
が
ら
消
灯
ラ
ッ
パ
と
共
に
幕
舎
内
で
就
寝
す

る
。け

た
た
ま
し
い
起
床
ラ
ッ
パ
と
同
時
に
今
日
の
訓
練
が

始
ま
る
。
朝
食
後
は
、
帰
隊
の
行
軍
で
あ
っ
た
。
前
日

は
、
精
神
的
な
緊
張
感
が
強
く
あ
っ
た
が
、
帰
り
は
お
互

い
に
気
分
的
に
楽
で
あ
っ
た
た
め
か
、
各
中
隊
毎
に
軍
歌

を
歌
い
な
が
ら
の
行
軍
で
あ
っ
た
。
隊
に
着
い
た
の
は
夕

刻
で
あ
っ
た
。
無
事
演
習
を
終
了
す
る
。

あ
る
日
、
週
番
士
官
の
准
尉
か
ら
突
然
呼
び
出
し
を
受

け
る
。
任
務
は
、
古
兵
一
人
を
付
け
る
か
ら
三
人
で
「
准

尉
」
の
家
の
掃
除
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。

自
分
達
は
、
休
み
で
あ
っ
た
の
で
了
解
す
る
。
准
尉
の

家
ま
で
の
地
図
を
手
に
出
発
す
る
。
略
図
の
た
め
度
々
聞

き
な
が
ら
よ
う
や
く
し
て
辿
り
着
く
。
家
に
は
准
尉
の
奥

さ
ん
が
一
人
い
た
。
事
前
に
承
知
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

知
ら
な
か
っ
た
の
で
事
情
を
話
す
と
、
奥
さ
ん
か
ら
一
服
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し
て
か
ら
と
奨
め
ら
れ
た
の
で
一
休
み
す
る
。
お
茶
、
菓

子
、
少
々
の
酒
が
出
さ
れ
た
。
天
下
ご
免
、
早
速
御
馳
走

に
な
る
。
古
兵
の
指
示
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
始
め

る
。自

分
の
仕
事
は
空
窓
の
ガ
ラ
ス
拭
き
で
あ
っ
た
。
梯
子

を
か
け
て
登
り
拭
き
始
め
る
が
、
時
間
と
共
に
目
眩
が
激

し
く
な
る
。
不
思
議
で
あ
っ
た
。
良
く
考
え
る
と
一
服
の

時
の
酒
が
原
因
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
作
業
途
中
に
し
て

降
り
、
下
の
仕
事
を
し
た
。
約
一
時
間
半
で
全
部
の
仕
事

が
完
了
し
、
奥
さ
ん
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
准
尉
の
自

宅
を
辞
す
る
。

し
か
し
帰
隊
す
る
ま
で
に
時
間
が
あ
る
の
で
衆
議
一
決

「
弘
前
公
園
」
を
見
学
す
る
こ
と
に
す
る
。
ち
ょ
う
ど
、

桜
の
花
が
満
開
で
、
お
濠
の
辺
り
は
花
見
客
で
賑
わ
っ
て

い
た
。
最
後
に
「
弘
前
城
」
を
見
学
し
た
。
実
に
見
事
な

光
景
で
吾
を
忘
れ
無
我
の
胸
中
に
な
り
浮
か
れ
て
い
た

時
、
予
想
外
の
事
件
が
起
き
た
。
憲
兵
に
捕
捉
さ
れ
尋
問

を
受
け
る
。

こ
の
時
間
に
な
に
し
て
い
る
。
脱
走
し
て
来
た
の
か
等

次
々
と
問
い
詰
め
ら
れ
る
が
、
古
兵
が
事
情
を
説
明
す

る
。
そ
し
て
「
許
可
証
」
を
見
せ
て
了
解
を
得
た
。
閉
門

ま
で
は
未
だ
時
間
が
あ
る
の
で
時
間
ま
で
に
急
い
で
帰
隊

す
る
よ
う
説
諭
を
受
け
る
。
准
尉
に
任
務
が
終
了
し
帰
隊

す
る
旨
報
告
す
る
と
共
に
夕
食
を
取
っ
た
。

歳
月
不
人
待
、
入
隊
し
て
三
カ
月
に
な
ん
な
ん
と
し
て

い
た
。
訓
練
も
佳
境
期
に
あ
っ
た
。
瓦
斯
訓
練
も
日
毎
に

厳
し
く
な
っ
た
。
あ
る
日
、
密
閉
し
た
兵
舎
内
に
催
涙
ガ

ス
三
本
を
放
射
し
、
そ
の
中
に
防
毒
面
を
付
け
て
入
り
、

今
ま
で
訓
練
を
受
け
た
事
を
実
際
に
行
動
す
る
演
習
が

あ
っ
た
。
室
内
に
防
毒
面
を
付
け
た
隊
員
が
入
る
。
指
揮

官
か
ら
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
駈
足
で
室
内
を
廻
れ
と
命
令

さ
れ
る
。

し
ば
ら
く
す
る
と
「
防
毒
面
」
を
取
れ
の
命
令
が
出

る
。
命
令
の
と
お
り
防
毒
面
を
外
し
「
数
秒
」
経
つ
と
第

一
に
「
首
」
の
辺
り
が
ピ
リ
ピ
リ
す
る
。
防
毒
面
を
装
着

す
る
際
に
は
、
必
ず
指
を
揃
え
て
行
う
よ
う
指
導
さ
れ

た
。「
防
毒
面
を
被
れ
」
の
指
示
が
出
る
。
呼
吸
が
苦
し
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い
。
倒
れ
る
者
も
い
る
「
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
」
と
は

こ
の
こ
と
か
と
思
っ
た
。
急
い
で
防
毒
面
を
着
け
る
。
こ

の
訓
練
が
、
三
カ
月
教
育
期
間
の
最
後
で
あ
っ
た
。
夜
九

時
頃
同
期
の
兵
隊
に
新
し
い
服
が
支
給
さ
れ
た
。
我
々
に

は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
三
カ
月
の
訓
練
が
す
べ
て
終
了
し
た
の
だ
と

知
っ
た
。
服
の
支
給
が
終
わ
っ
た
後
、
我
々
同
期
一
同
が

講
堂
に
集
め
ら
れ
師
団
長
よ
り
訓
示
を
受
け
た
。
脳
裡
に

鮮
明
に
焼
き
付
い
て
い
る
の
は
「
国
運
の
隆
盛
に
君
達
の

双
肩
に
あ
る
、
行
け
満
州
」
で
あ
っ
た
。
師
団
教
育
を
受

け
制
毒
班
以
外
の
者
は
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
夜
汽
車
で
青

森
を
後
に
し
た
。

我
々
制
毒
班
は
一
時
帰
京
に
な
る
と
言
い
渡
さ
れ
る
。

そ
し
て
制
毒
班
の
任
務
は
「
不
幸
に
し
て
露
西
亜
（
ソ
ビ

エ
ト
）
と
戦
争
と
な
っ
た
場
合
に
重
要
な
任
務
に
な
る
」

と
話
さ
れ
る
。

永
く
て
短
か
っ
た
三
カ
月
間
、
こ
れ
で
一
人
前
の
軍
人

か
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
日
本
国
家
の
た
め

に
、
と
の
意
識
が
強
く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

更
に
今
、
夜
行
列
車
で
青
森
を
後
に
し
た
彼
ら
の
心
境
を

思
う
と
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ

た
。命

令
に
よ
り
三
カ
月
の
訓
練
を
終
了
し
、
生
ま
れ
故
郷

に
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
カ
月
間
の
教
育
召
集
は
解
除
、
生
ま
れ
故
郷
に
帰

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
徴
用
か
再
召
集
か
）

「
故
郷
は
遠
く
に
い
て
思
う
も
の
」。
太
平
洋
上
に
日

出
る
光
景
、
新
鮮
な
磯
の
香
り
、
新
鮮
な
海
産
物
等
を
故

郷
で
充
分
味
わ
う
日
々
で
あ
っ
た
が
、
再
度
召
集
令
状
が

来
る
の
は
確
実
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
間
は
「
生
命
の
洗

濯
」
と
思
い
気
儘
に
過
ご
し
て
い
た
。
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